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一
　
は
じ
め
に

　

京
丹
後
市
は
、
京
都
府
の
最
北
端
、
丹
後
半
島
に
位
置

し
、
東
西
に
約
三
五
㎞
、
南
北
に
約
三
〇
㎞
、
面
積

五
〇
一
・
八
五
㎢
の
広
が
り
を
も
つ
、
人
口
約
五
万
四
〇
〇

人
（
令
和
六
年
五
月
末
）
の
市
で
す
。

　

山
地
に
は
北
近
畿
最
大
級
の
ブ
ナ
林
な
ど
緑
豊
か
な
風

景
が
広
が
り
、
標
高
四
〇
〇
～
六
〇
〇
ｍ
の
山
々
か
ら
流

れ
る
竹
野
川
な
ど
の
流
域
に
盆
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ア
ス
式
の
海
岸
部
に
は
良
好
な
湾
や
入
江
（
潟
）
が

あ
り
、
海
岸
線
の
ほ
と
ん
ど
が
山
陰
海
岸
国
立
公
園
と
丹

後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
岸
線
は
数
々
の
激
し
い
地
殻
変
動
や
火
山
活
動
、

海
蝕
に
よ
っ
て
生
じ
た
奇
岩
・
怪
岩
・
洞
窟
を
形
成
し
て

お
り
、
日
本
海
と
日
本
列
島
誕
生
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
球

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
海
岸
と
し
て
、
平

成
二
二
年
一
〇
月
に
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
「
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
加
盟
を
果
た
し
、

平
成
二
七
年
に
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
ユ
ネ
ス
コ
の
正

式
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
、
京
丹
後
市
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
新
鮮
な
旬
の
食
材
に
も
恵
ま
れ
、
観
光

的
な
魅
力
が
満
載
で
す
。
特
に
、
冬
の
味
覚
の
王
様
で
幻

と
呼
ば
れ
る
「
間
人
ガ
ニ
」
を
は
じ
め
、
日
本
穀
物
検
定

協
会
に
よ
る
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
高
ラ
ン
ク
の

「
特
Ａ
」
を
、
西
日
本
最
多
の
通
算
一
二
回
獲
得
し
た
実

績
の
あ
る
「
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品

の
認
証
を
受
け
た
「
京
た
ん
ご
メ
ロ
ン
」
や
「
京
た
ん
ご

梨
」
を
生
産
す
る
な
ど
、
農
業
、
漁
業
、
観
光
業
が
盛
ん

で
す
。

　

そ
の
他
産
業
で
は
、
西
陣
織
と
並
ん
で
京
都
を
代
表
す

る
創
業
三
〇
〇
年
の
伝
統
技
を
も
つ
「
丹
後
ち
り
め
ん
」

の
産
地
で
、
そ
の
生
産
量
は
減
少
し
て
は
い
る
も
の
の
、

京
都
府
京
丹
後
市

人材育成・確保の取り組み人材育成・確保の取り組み

～
京
丹
後
市
に
お
け
る
土
木
技
術
職

員
等
の
確
保
に
向
け
て
～

京
都
府
京
丹
後
市
人
事
課
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日
本
最
大
の
絹
織
物
の
生
産
地
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
高
度
な
技

術
水
準
を
誇
る
二
〇
〇
社
以
上
の
機
械
金
属
関
連
企
業
が

集
積
す
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
海
を
通
し
て
古
代
よ
り
大
陸
・
朝
鮮
半

島
と
の
交
流
が
活
発
で
、
日
本
海
側
最
大
規
模
で
国
指
定

史
跡
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
銚
子
山
古
墳
、
農
耕
・
機
織
・

造
酒
技
術
の
伝
来
を
う
か
が
わ
せ
る
羽
衣
伝
説
な
ど
、
古

代
丹
後
王
国
を
彷
彿
さ
せ
る
発
展
の
跡
が
う
か
が
え
る
歴

史
を
有
し
て
い
ま
す
。

二
　
土
木
技
術
職
員
等
の
人
材
の
確
保
や
育
成
に
対

す
る
課
題

　

本
市
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業
の
執
行
、
特
に
災
害
復

旧
時
等
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
職
種
で
あ
る

土
木
技
術
職
員
と
建
築
技
術
職
員
に
お
い
て
、
令
和
五
年

四
月
一
日
以
前
の
過
去
五
年
間
で
の
応
募
者
数
が
、
土
木

技
術
職
員
で
一
六
人
、
建
築
技
術
職
員
で
九
人
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
採
用
者
数
は
、
土
木
技
術
職
員
で

五
人
、
建
築
技
術
職
員
で
一
人
と
、
い
ず
れ
の
職
種
に
お

い
て
も
、
本
市
定
員
管
理
計
画
の
人
員
数
を
確
保
で
き
て

お
ら
ず
、
募
集
を
行
っ
て
も
応
募
が
少
な
く
、
採
用
に
至

る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
土
木
技
術
や
建
築
技
術
を
必
要
と
す
る

公
共
事
業
の
停
滞
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を
低

下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人
当
た
り
が
担
う
業
務
量

の
増
加
に
よ
る
心
身
へ
の
負
担
増
を
招
く
結
果
に
繋
が
る

な
ど
、
円
滑
で
安
定
し
た
行
政
運
営
や
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
支
障
を
来
す
懸
念
か
ら
、
技
術
系
職
員

の
継
続
的
な
確
保
が
急
務
と
し
て
、
近
年
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
採
用
後
の
人
材
育
成
と
い
う
点
で
は
、
採
用

後
の
早
期
段
階
で
の
退
職
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
か

ら
、
応
募
時
や
採
用
の
前
後
で
、
業
務
内
容
に
お
け
る
齟

齬
を
生
じ
さ
せ
な
い
取
組
や
育
成
支
援
の
体
制
を
充
実
す

る
な
ど
、
退
職
を
未
然
に
防
止
す
る
取
組
の
検
討
及
び
実

施
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
　
人
材
確
保
の
た
め
の
取
組
事
例
の
紹
介

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
高
校
生
等
の
進
路
に
お
い
て
、
土
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木
系
ま
た
は
建
築
系
の
技
術
職
を
目
指
し
、
大
学
等
の
卒

業
後
に
は
、
技
術
系
職
員
と
し
て
、
京
丹
後
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
選
択
肢
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
将
来
、
本
市
役
所
で
、
土
木
技
術
職
、
建

築
技
術
職
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し
て
、

専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
）、
高
等
専
門
学
校
（
第

四
ま
た
は
第
五
学
年
に
限
る
）、短
大
、大
学
、大
学
院
（
以

下
、「
大
学
等
」
と
い
う
。）
に
在
籍
す
る
期
間
内
に
修
学

資
金
を
貸
与
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所
職
員
と
し
て
業
務

に
従
事
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
返

還
を
免
除
す
る
制
度
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
該
制
度
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
の
実
態
に
即

し
た
効
果
的
な
制
度
の
構
築
と
運
用
が
行
え
る
よ
う
、
ま

ず
は
近
隣
自
治
体
は
も
と
よ
り
、
全
国
で
類
似
の
制
度
を

運
用
し
て
い
る
自
治
体
や
そ
の
制
度
内
容
の
把
握
、ま
た
、

近
隣
の
高
等
学
校
や
中
学
校
の
生
徒
の
進
路
希
望
や
進
路

先
の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
、
制
度
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

先
行
事
例
で
は
、
岡
山
県
高
梁
市
や
北
海
道
雄
武
町
で

の
取
組
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
市
立
病
院
を

有
す
る
本
市
に
お
い
て
、
平
成
二
〇
年
度
に
制
度
を
創
設

し
、
翌
二
一
年
度
か
ら
現
在
ま
で
運
用
を
行
い
、
九
八
人

の
活
用
実
績
の
あ
る
「
京
丹
後
市
立
病
院
看
護
師
等
修
学

資
金
制
度
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、「
京
丹
後
市
土
木
技
術

職
員
等
修
学
資
金
の
貸
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下
、「
土

木
技
術
職
員
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
」
と
い
う
。）」
を
、

令
和
五
年
四
月
一
日
付
け
で
施
行
し
ま
し
た
。

　

土
木
技
術
職
員
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
の
概
要
は
、
将

来
、
京
丹
後
市
役
所
の
土
木
技
術
職
、
建
築
技
術
職
の
業

務
に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
方
で
、
大
学
等
で
土
木
系
、

建
築
系
の
学
科
を
専
攻
す
る
学
生
に
対
し
て
、
市
か
ら
月

額
五
万
円
の
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
も
の
で
す
。
大
学
等

を
卒
業
後
は
、
本
市
役
所
に
就
職
し
一
〇
年
間
勤
務
し
た

場
合
に
は
、
貸
与
額
の
全
額
を
免
除
す
る
と
い
う
の
が
お

お
よ
そ
の
内
容
で
、
詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、

参
考
資
料
と
し
て
、制
度
の
概
要
イ
メ
ー
ジ
（
※
資
料
一
）

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

本
条
例
は
、
本
則
九
条
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
一
条
で
は
、
目
的
と
し
て
、
京
丹
後
市
役
所
の
土
木
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技
術
職
員
及
び
建
築
技
術
職
員
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、

将
来
、
市
役
所
に
お
い
て
土
木
技
術
職
員
等
の
業
務
に
従

事
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
有
す
る
者
に
対
し
、
修
学
資
金

を
貸
与
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
二
条
で
は
、
貸
与
の
対
象
及
び
方
法
と
し
て
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
教
育
機
関
と
し
て
、
高
等
専
門
学
校

の
第
四
学
年
又
は
第
五
学
年
、
大
学
、
大
学
院
及
び
短
期

大
学
、
並
び
に
専
修
学
校
に
在
籍
を
し
、
土
木
に
関
す
る

学
科
又
は
建
築
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
、
か
つ
、
市
役
所

に
て
土
木
技
術
職
員
等
の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
意

思
を
有
す
る
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
か
つ
規
則
で
定

め
る
額
と
し
て
、
月
額
五
万
円
の
修
学
資
金
を
無
利
息
で

貸
与
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
条
で
は
、
修
学
資
金
貸
与
に
係
る
申
請
、
貸
与
の

決
定
と
通
知
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
四
条
で
は
、
修
学
資
金
貸
与
の
決
定
の
取
消
し
又
は

停
止
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
規
則
で
定
め
る
事
由

に
つ
い
て
は
、
決
定
の
取
消
し
は
退
学
や
学
業
成
績
が
著

し
く
不
良
、
ま
た
は
死
亡
な
ど
を
、
停
止
に
つ
い
て
は
休

学
し
た
と
き
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
五
条
で
は
、
返
還
に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め
る
返
還

す
べ
き
事
由
に
該
当
し
た
と
き
の
返
還
の
開
始
時
期
と
返

還
の
期
間
に
つ
い
て
規
定
を
し
、
返
還
は
、
返
還
を
開
始

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
年
以
内
に
、
月
賦
若
し
く
は

半
年
賦
又
は
一
括
払
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

て
い
ま
す
。
規
則
で
定
め
る
返
還
す
べ
き
事
由
に
は
、
貸

与
の
決
定
の
取
消
し
や
本
市
役
所
以
外
に
就
職
し
た
と
き

な
ど
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
六
条
で
は
、
返
還
の
猶
予
に
つ
い
て
、
規
則
で
定
め

る
事
由
に
該
当
し
た
場
合
は
、
三
年
間
を
限
度
に
返
還
を

猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
疾
病
等
に
よ
り
返
還
が

困
難
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
期
限
を
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
規
則
で
定
め
る

返
還
猶
予
の
事
由
に
つ
い
て
、
学
校
等
を
卒
業
し
た
の
ち

本
市
役
所
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
他
の
事
業
所

に
も
就
職
し
て
い
な
い
場
合
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
七
条
で
は
、
返
還
の
免
除
に
つ
い
て
、
本
市
役
所
に

採
用
さ
れ
た
日
か
ら
引
き
続
き
一
〇
年
間
業
務
に
従
事
し

た
と
き
、
業
務
上
の
死
亡
や
疾
病
等
に
よ
り
土
木
技
術
職

等
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
見
込
め
な
い
と
き
、
そ
し
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て
、
市
長
が
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
修

学
資
金
の
返
還
の
全
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
規
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
土
木
技
術
職
員
等
と
し
て

業
務
に
従
事
す
る
期
間
が
一
〇
年
未
満
の
場
合
は
、
当
該

期
間
に
応
じ
て
修
学
資
金
の
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

第
八
条
は
遅
延
利
息
に
つ
い
て
、
第
九
条
は
委
任
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
を
周
知
し
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
に
つ

い
て
は
、
毎
月
発
行
さ
れ
る
本
市
広
報
誌
へ
の
掲
載
、
防

災
行
政
無
線
で
の
放
送
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
等
の
S
N
S
で
の
発
信
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
か
ら
の
放
送
と
い
っ
た
情
報
発
信
媒
体
の
活

用
に
加
え
て
、
本
市
通
学
圏
及
び
近
隣
の
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
及
び
大
学
、
ま
た
、
技
術
系
職
員
の
出
身
大

学
等
に
出
向
い
て
の
制
度
説
明
・
在
学
生
等
へ
の
周
知
を

依
頼
す
る
営
業
活
動
の
二
本
立
て
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
の
貸
与
実
績
に
つ

い
て
は
、
本
市
内
の
高
等
学
校
を
卒
業
後
に
建
築
技
術
分

野
の
学
校
に
進
学
予
定
で
あ
っ
た
一
人
か
ら
貸
与
申
請
が

制度概要

京京丹丹後後市市土土木木技技術術職職員員等等修修学学資資金金のの貸貸与与にに関関すするる条条例例のの概概要要

１．対象者
⼤学、⼤学院、短⼤、専⾨学校、⾼等専⾨学校（第4⼜は第5

学年）の⼟⽊系⼜は建築系の学科を専攻し、卒業後、京丹後市役
所の⼟⽊技術職員等として勤務を希望する者

２．修学資⾦の貸与額
⽉額5万円（年間60万円）

３．貸与期間
⼤学等に在籍する期間

４．返還免除
【全額免除】
①⼟⽊技術職員等に採⽤後、引き続き１０年間業務に従事したとき
②業務上の疾病、負傷等により業務継続が⾒込めないとき 等
【⼀部免除】
採⽤後１０年間業務に従事しないで途中で退職した場合、業務に
従事した期間分を免除する

５．貸与の取消し
①⼤学等を退学した場合
②⼤学等の成績が不良の場合 等

〈イメージ〉

高校生等

大大学学、、短短大大、、専専門門
学学校校等等のの学学生生

（（土土木木系系又又はは建建築築系系のの
学学科科をを専専攻攻））

進
学

就
職

京丹後市

貸与
((月月５５万万円円))

1100年年間間勤勤務務
修修学学資資金金返返還還

全全額額免免除除

⽬ 的
将来、本市役所において⼟⽊技術職員及び建築技術職員（以下「⼟⽊技術職員等」という。）の業務に従事しようとする者に対し、

修学資⾦を貸与し、⼀定の条件を満たした場合にその返還を免除する制度を新たに設け、⼟⽊技術職員等の確保を図るもの。

京丹後市役所

※資料一　制度概要イメージ



地方公務員月報　令和 6年 7月号 42

kkkkkkkkkkkkkkkkkkkkkk

あ
り
、
面
接
審
査
を
行
っ
た
う
え
で
貸
与
を
決
定
し
、
令

和
六
年
四
月
か
ら
支
給
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
も
継
続
し
て
募
集
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

四
　
今
後
の
方
向
性
、
課
題

　

土
木
技
術
職
員
及
び
建
築
技
術
職
員
の
採
用
は
、
他
の

自
治
体
に
違
わ
ず
、
厳
し
い
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
制
度
を
継
続
運
用
し
て
い
く
こ

と
は
も
と
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
本
制
度
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
制
度
を
活
用
し
た
い
（
本
市
の
技
術

系
職
員
に
な
り
た
い
）
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
技
術

系
職
員
の
配
置
先
と
な
る
部
局
の
業
務
内
容
や
職
場
の
紹

介
な
ど
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

な
広
報
（
※
資
料
二
）
や
本
制
度
の
見
直
し
も
適
宜
行
っ

て
い
く
な
ど
、
制
度
の
活
用
者
を
増
加
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
の
技
術
系
職
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て
い
く
中
で
、
働
く
環
境
の
改
善
、

研
修
や
育
成
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
な
ど
、
早
期
退
職

を
未
然
に
防
止
す
る
取
組
も
併
せ
て
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※
資
料
二

　

生
活
や
事
業
活

動
に
欠
か
せ
な
い

水
に
関
わ
る
業
務

を
担
っ
て
い
る
本

市
上
下
水
道
部
の

オ
フ
ィ
ス
、
業
務

内
容
や
管
理
す
る

水
処
理
施
設
を
紹

介
す
る
資
料
で
す
。

　

職
場
環
境
や
業

務
内
容
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
え
る

よ
う
活
用
し
て
い

ま
す
。


